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永
富
独
嚥
庵
か
ら
小
石
元
俊
へ

ｌ
江
戸
時
代
中
期
の
医
の
先
哲

〔
要
旨
〕
永
富
独
輔
庵
と
小
石
元
俊
は
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
治
世
の
頃
に
生
を
亨
け
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
医
師
で
、
独

嚥
庵
は
師
の
山
脇
東
洋
が
わ
が
国
で
は
じ
め
て
「
肺
分
け
」
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
勃
興
し
て
き
た
蘭
医
学
の
影
響
を

う
け
て
人
体
解
剖
の
重
要
性
を
知
り
、
長
崎
通
詞
で
医
も
行
い
蘭
医
書
の
解
読
に
も
通
じ
て
い
た
吉
雄
耕
牛
か
ら
オ
ラ

ン
ダ
医
学
の
内
容
の
概
略
を
聞
く
機
会
を
得
て
、
そ
の
極
意
を
英
才
を
も
っ
て
な
る
小
石
元
俊
に
伝
え
る
べ
く
入
門
を

薦
め
た
。
独
嚥
庵
は
三
十
八
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
の
で
、
彼
が
直
接
元
俊
に
真
意
を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

が
、
そ
の
後
元
俊
は
『
解
体
新
書
』
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
自
ら
刑
屍
人
を
解
剖
し
て
症
状
と
臓
器
の
変
化
と
の
関
連

性
を
把
握
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
独
嚥
庵
が
知
り
得
た
知
識
を
、
元
俊
は
自
ら
手
を
下
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
解
剖
学
を
病
理
解
剖
学
の
水
準
に
引
き
あ
げ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
に
い
た
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
山
脇
東
洋
、
吉
雄
耕
牛
、
解
体
新
書
、
解
剖
学
、
病
理
解
剖
学
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八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
藺
書
輸
入
緩
和
か
ら
解
読
奨
励
政
策
に
よ
っ
て
江
戸
中
期
に
興
っ
た
藺
方
の
こ
と
を
思
い
お
こ
す
時
、
誰
で
も
す

ぐ
に
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
前
野
良
沢
や
杉
田
玄
白
ら
の
「
解
体
新
書
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
こ
の
書
は
わ
が
国
の
医
学
史
上
画
期
的

な
も
の
で
、
今
後
と
も
こ
の
害
の
右
に
出
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
歴
史
上
の
出
来
事
と
い
う
も
の
は
、
ど
の
領
域
で
も
そ
う
で

あ
ろ
う
が
、
あ
る
人
物
が
晴
天
の
諄
震
の
よ
う
に
出
現
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
至
る
時
の
流
れ
や
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
る
何
人
か
の

（
１
）
Ｉ
（
７
）

人
達
が
い
た
こ
と
を
歴
史
は
物
語
っ
て
い
る
。

「
解
体
新
書
』
の
刊
行
で
い
え
ば
、
そ
の
十
五
年
ほ
ど
前
に
上
梓
さ
れ
た
脈
分
け
の
こ
と
を
記
載
し
た
山
脇
東
洋
の
『
蔵
志
』
が
あ
り
、
さ

ら
に
遡
れ
ば
そ
の
よ
う
な
書
物
の
刊
行
を
可
能
し
た
古
医
方
家
達
の
動
き
が
あ
っ
た
。
東
洋
は
そ
の
序
文
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い

る
。
「
理
ハ
或
ヒ
ハ
転
倒
ス
ベ
ク
物
イ
ヅ
ク
ン
ゾ
証
ウ
（
嘘
を
つ
く
）
ベ
ケ
ン
ヤ
。
理
ヲ
先
ニ
シ
物
ヲ
後
ニ
ス
ル
ト
キ
ハ
、
則
チ
上
智
モ
失
フ

ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
物
ヲ
試
ミ
言
ヲ
ソ
ノ
上
二
載
ス
ル
時
ハ
、
庸
人
（
凡
人
）
モ
立
ツ
ト
コ
ロ
ア
リ
」
と
。
こ
の
言
葉
は
そ
れ
ま
で
の
五
百
年

以
上
に
亘
り
理
を
先
に
し
た
漢
方
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
り
、
い
わ
ば
『
解
体
新
書
」
誕
生
の
母
胎
の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
も
の
で
あ

東
洋
の
門
人
で
あ
っ
た
永
富
独
哺
庵
や
晩
年
の
独
嚥
庵
に
入
門
し
た
小
石
元
俊
も
ま
た
、
わ
が
国
の
医
学
史
上
で
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る

ほ
ど
に
有
名
な
人
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
発
展
史
と
い
う
面
か
ら
も
、
と
か
く
忘
れ
さ
ら
れ
勝
ち
な
存
在
で
あ
る
が
、
前
記
し
た
よ

う
な
意
味
で
再
想
起
さ
れ
て
然
る
べ
き
人
達
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

（
ｎ
吋
）

つ
』
」
Ｏ

》
＃儒

学
者
勝
原
翠
翁
の
三
男
と
し
て
亨
保
十
七
年
二
七
三
二
）
に
長
門
の
豊
浦
で
生
れ
、
十
二
歳
の
お
り
馬
関
の
漢
方
医
・
永
富
友
庵
の
養

は
じ
め
に

二
、
永
富
独
嚥
庵
の
一
生
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子
と
な
っ
た
。
若
い
こ
ろ
同
郷
の
山
県
図
南
に
儒
学
を
学
び
、
の
ち
江
戸
に
出
て
医
学
を
学
ぶ
も
医
師
た
ち
の
医
療
に
対
す
る
態
度
に
失
望
、

帰
郷
後
父
に
従
っ
て
大
坂
に
移
住
し
、
宝
暦
元
年
二
七
五
一
）
十
九
歳
の
お
り
京
都
に
出
て
山
脇
東
洋
に
師
事
し
て
傷
寒
論
典
拠
の
古
医
方

の
伝
習
を
受
け
、
の
ち
東
洋
の
息
子
・
東
門
と
と
も
に
吐
方
で
有
名
な
越
前
の
奥
村
良
竹
の
も
と
で
修
行
を
受
け
た
が
あ
ま
り
意
を
満
た

さ
れ
ず
、
一
旦
帰
郷
し
て
開
業
後
、
二
十
九
歳
の
お
り
病
の
た
め
家
を
は
な
れ
て
諸
国
漫
遊
の
旅
に
出
た
。

そ
の
漫
遊
中
、
そ
の
後
の
彼
の
一
生
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
機
会
が
訪
れ
た
。
そ
れ
は
彼
が
郷
里
の
赤
間
関
に
滞
在
中
、
た
ま
た
ま

讃
岐
の
医
師
・
合
田
求
吾
が
長
崎
か
ら
帰
郷
の
途
中
、
赤
間
関
に
立
ち
よ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
求
吾
は
長
崎
に
遊
学
中
に
、
大
通
詞
で
藺
書

の
解
読
に
通
じ
、
自
ら
も
医
療
を
行
っ
て
い
た
吉
雄
耕
牛
と
そ
の
弟
の
大
介
か
ら
蘭
書
に
書
か
れ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
医
療
の
話
を
聴
き
、
そ

れ
を
「
紅
毛
医
言
」
と
し
て
書
き
と
め
た
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
彼
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
て
独
嚥
庵
は
大
い
に
感
激
し
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず

藩
主
の
許
し
を
得
て
約
百
日
間
長
崎
に
逗
留
し
て
、
耕
牛
が
藺
書
か
ら
訳
す
る
解
剖
に
関
す
る
内
容
を
聞
き
、
そ
れ
を
書
き
と
め
て
赤
間
関

に
帰
り
、
そ
こ
で
『
漫
遊
雑
記
』
と
題
し
て
和
綴
じ
の
一
冊
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
彼
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
「
紅
毛
ノ
政
や
人
ヲ
剥
グ
ヲ
禁
ゼ
ズ
。
故
二
病
治
セ
ズ
シ
テ
死
セ
バ
必
ズ
剥
グ
。
是
ヲ

以
テ
諸
病
ノ
因
ル
ト
コ
ロ
瞭
然
ト
シ
テ
掌
ヲ
指
ス
ガ
如
シ
」
と
。
ま
た
「
夫
レ
中
華
聖
人
ノ
邦
其
ノ
道
ヲ
失
ス
ル
コ
ト
ニ
千
年
。
特
二
蛮
狛

（
礼
儀
の
な
い
国
）
二
於
テ
之
ヲ
得
ル
ハ
亦
夕
異
ナ
ラ
ズ
ャ
。
且
シ
其
ノ
国
、
政
人
ノ
屍
ヲ
割
ス
ル
ヲ
禁
ゼ
ズ
。
其
ノ
民
マ
タ
屠
腸
筋
絶
ノ
惨

ヲ
屑
（
い
さ
ぎ
よ
し
）
ト
セ
ズ
、
是
ヲ
以
テ
人
病
ミ
テ
死
シ
其
ノ
病
源
明
ラ
カ
ナ
ラ
ザ
レ
バ
則
チ
之
ヲ
割
剥
（
解
剖
）
シ
テ
視
、
以
テ
後
図
（
く

ふ
う
）
ヲ
為
ス
。
有
志
ノ
士
考
証
・
玩
索
（
昔
の
文
献
を
よ
く
調
べ
、
そ
の
真
意
を
探
し
求
め
る
）
セ
バ
志
業
ヲ
奨
助
ス
ベ
キ
モ
ノ
ア
ル
ナ
リ
」

と
も
言
っ
て
い
る
。
「
解
体
新
書
」
が
刊
行
さ
れ
た
安
永
三
年
二
七
七
四
）
の
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
自
ら
を
独
嚥
庵
と
号
し
た
だ

（
９
）
Ｉ
（
皿
）

け
あ
っ
て
、
彼
の
医
学
・
治
療
に
対
す
る
考
え
は
、
当
時
の
医
師
た
ち
の
及
び
も
つ
か
な
い
ほ
ど
近
代
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

い
さ
さ
か
余
談
に
な
る
が
、
彼
は
こ
の
『
雑
記
」
中
で
乳
癌
に
つ
い
て
「
コ
ノ
病
ノ
治
セ
ザ
ル
コ
ト
古
ョ
リ
然
リ
。
而
ル
ー
藺
書
ノ
中
二

言
へ
ル
コ
ト
ァ
リ
。
ソ
ノ
初
発
ノ
梅
核
ノ
如
ク
ナ
ル
ト
キ
、
快
刀
ヲ
以
テ
之
ヲ
割
キ
、
後
チ
金
瘡
ノ
法
二
従
ツ
テ
治
ス
ト
。
余
未
ダ
コ
レ
ヲ
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試
ミ
ズ
ト
錐
モ
書
ヲ
以
テ
後
人
二
告
グ
」
と
（
記
録
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
華
岡
清
洲
は
こ
の
書
に
目
を
通
し
て
い
た
に
違
い
な
い
）
。

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
三
東
洋
の
同
門
で
あ
る
淡
輪
元
潜
を
通
じ
て
、
英
才
を
も
っ
て
な
る
小
石
元
俊
か
ら
書
簡
を
受
け
と
っ
た
独
哺
庵

は
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
元
俊
に
送
っ
た
。
「
向
暑
華
筌
（
手
紙
）
ヲ
賜
り
多
謝
。
惰
夫
（
私
）
淡
輪
元
潜
ト
交
ル
コ
ト
ニ
十
余
年
、
憂
ヲ
与

ニ
シ
歓
ヲ
与
ニ
ス
。
而
今
而
後
足
下
（
あ
な
た
）
ト
交
ル
コ
ト
元
潜
二
於
ケ
ル
如
ク
ン
バ
、
是
し
大
幸
ナ
リ
。
間
ク
、
足
下
能
ク
父
二
事
エ
（
つ

か
え
）
母
に
事
エ
、
薪
水
ノ
労
ヲ
親
シ
ク
シ
又
能
ク
経
史
ヲ
読
ム
ト
。
古
人
二
葱
（
は
）
ジ
ズ
ト
謂
フ
可
シ
。
。
：
嘗
テ
曰
く
、
凡
ソ
百
技
之
ヲ

知
ル
者
有
り
、
之
を
知
ル
者
ハ
是
ヲ
得
ル
者
二
如
カ
ズ
。
而
シ
テ
之
ヲ
知
ル
ハ
易
ク
、
之
ヲ
得
ル
ハ
難
シ
・
夫
し
之
ヲ
得
ル
者
ハ
、
順
逆
（
順

境
と
逆
境
）
ノ
為
二
拘
ワ
ル
所
勿
レ
、
籠
辱
（
栄
華
と
不
運
）
ノ
為
二
移
ル
所
勿
レ
、
貧
富
ノ
為
二
阻
ム
所
ト
ナ
ル
勿
レ
。
而
シ
テ
後
之
ヲ
真

二
得
ル
ト
謂
フ
。
乃
チ
（
す
な
わ
ち
）
莊
々
ダ
ル
宇
宙
、
鮮
（
少
い
）
カ
ナ
之
ヲ
得
ル
コ
ト
。
足
下
夫
レ
諸
（
コ
ヒ
ヲ
思
へ
。

元
俊
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
小
浜
藩
士
小
石
李
伯
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
児
か
ら
英
才
の
誉
れ
高
く
、
天
文
、
地
理
、
生
物
の
理
に

疑
問
を
い
だ
く
よ
う
な
思
索
型
の
少
年
で
、
陰
陽
五
行
説
に
つ
い
て
も
、
陰
陽
は
僅
か
に
地
球
に
適
用
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
他
に
は
適
用

出
来
ず
、
五
行
は
人
身
に
は
適
用
出
来
る
が
天
地
の
理
は
総
括
出
来
な
い
と
言
っ
て
、
時
の
儒
学
に
早
く
か
ら
批
判
的
で
あ
っ
た
。

父
は
彼
の
性
格
を
見
ぬ
い
て
山
脇
東
洋
の
門
人
・
淡
輪
元
潜
に
入
門
を
頼
ん
だ
。
元
潜
も
一
見
し
て
元
俊
の
非
凡
さ
を
知
り
、
僅
か
十
歳

三
、
、
水
富
独
嚥
庵
が
小
石
元
俊
に
宛
て
た
手
紙

四
、
小
石
元
俊
の
生
涯

小
石
元
俊
足
下

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）

独
嚥
庵
頓
首
復
ス
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難
ノ
故
也
」
と
。

独
嚥
庵
の
も
と
に
入
門
し
た
が
、
師
が
間
も
な
く
死
亡
し
彼
の
父
も
他
界
し
た
の
で
、
両
者
の
墓
碑
を
建
て
、
し
ば
ら
く
の
間
西
国
漫
遊

の
旅
に
出
て
い
る
間
に
「
解
体
新
書
』
の
刊
行
を
知
り
、
そ
れ
を
読
ん
で
深
い
感
銘
を
受
け
た
元
俊
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
伏
見
で
自

ら
解
剖
を
行
い
、
「
平
次
郎
臓
図
」
な
る
記
録
を
残
し
た
。
そ
の
序
文
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
「
医
ノ
未
ダ
蔵
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ハ
、

以
テ
其
ノ
治
ヲ
用
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
也
。
猶
オ
将
ノ
未
ダ
其
ノ
地
利
ニ
達
セ
ザ
ル
ガ
如
ク
、
以
テ
其
ノ
兵
ヲ
用
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
也
。
然
し
ド
モ

漢
以
来
、
医
ノ
臓
ヲ
言
う
者
率
（
お
お
む
ね
）
ネ
皆
コ
ノ
誤
リ
ヲ
妄
（
み
だ
り
）
ニ
シ
、
其
ノ
治
モ
亦
妄
ニ
セ
シ
ム
ル
也
。
是
ヲ
以
テ
近
時
医

ノ
梢
々
良
ナ
ル
者
往
々
多
ク
観
臓
ノ
挙
ア
リ
。
而
シ
テ
恨
ム
所
ハ
其
ノ
観
率
ネ
詳
悉
ス
ル
能
ハ
ズ
、
ソ
ノ
図
記
ス
ル
所
ノ
書
籍
、
之
ヲ
蛮
人

ノ
昌
剥
ス
ル
ノ
書
二
比
ス
ル
ニ
大
イ
ニ
疏
密
ア
リ
。
則
チ
其
ノ
問
顧
ミ
テ
多
ク
ノ
人
ヲ
シ
テ
疑
惑
ヲ
生
ゼ
シ
ム
。
此
レ
安
（
い
ず
く
ん
）
ゾ
拠

ル
ー
足
ラ
ン
。
故
二
今
其
ノ
道
二
達
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
、
必
ズ
観
臓
ヲ
志
ス
ト
錐
モ
其
ノ
得
ル
者
甚
ダ
希
ナ
リ
。
蓋
シ
其
ノ
時
ヲ
得
ル
ノ
至

で
師
の
薫
陶
に
こ
た
え
た
。
十
七
歳
の
と
き
彼
は
両
親
の
介
護
に
追
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
苦
境
に
陥
り
、
生
活
を
支
え
る
た
め
に
医
療
を

行
っ
た
り
も
し
た
が
、
彼
の
誠
実
な
人
柄
に
よ
っ
て
金
策
の
苦
労
も
乗
り
き
る
こ
と
が
出
来
た
。
元
潜
を
通
じ
て
元
俊
の
英
才
を
知
っ
た
永

富
独
哺
庵
は
、
そ
の
才
能
を
開
花
さ
せ
る
為
に
入
門
を
薦
め
る
心
情
溢
れ
る
書
簡
を
元
俊
に
送
っ
た
。

元
俊
は
治
療
と
両
親
の
看
護
、
介
護
に
多
忙
で
あ
っ
た
の
で
直
ぐ
に
返
事
を
書
け
ず
に
い
た
。
そ
の
間
に
東
洋
は
幕
府
に
召
さ
れ
独
哺
庵

を
同
行
さ
せ
よ
う
と
呼
び
よ
せ
、
彼
は
急
い
で
上
洛
し
た
が
、
大
坂
に
来
た
と
き
東
洋
の
急
逝
の
報
に
接
し
、
京
都
に
至
っ
て
前
後
処
置
を

講
じ
、
そ
の
後
大
坂
に
移
り
開
業
し
て
梅
毒
の
治
療
な
ど
で
盛
名
高
く
吉
益
東
洞
と
比
肩
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
元
俊
の
返
事
を
待
ち
き
れ

ず
自
ら
元
俊
の
家
を
訪
ね
て
入
門
を
勧
め
た
の
で
、
彼
も
つ
い
に
そ
の
好
意
を
無
に
し
難
く
入
門
を
決
意
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
間
も
な
く

独
輔
庵
は
病
を
得
て
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
三
十
五
歳
の
若
さ
で
死
亡
し
た
の
で
、
彼
ら
の
師
弟
と
し
て
の
交
流
は
短
期
間
で
終
わ
っ
て
し

一
ま
つ
程
に
０

ま
た
元
俊
は
本
邦
人
が
な
ぜ
蛮
人
の
精
に
及
ば
な
い
の
か
と
の
設
問
に
対
し
、
そ
れ
は
「
俗
情
の
差
で
あ
る
」
と
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
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る
。
「
夫
レ
蛮
ノ
国
ダ
ル
、
其
ノ
人
ノ
性
率
ネ
億
度
（
い
い
加
減
な
推
測
）
ノ
理
ヲ
信
ゼ
ズ
、
断
載
ノ
惨
ヲ
屑
シ
ト
セ
ズ
。
異
疾
ア
ル
者
ハ
遺
言

シ
テ
遺
体
ヲ
解
剖
二
供
シ
、
人
ハ
コ
レ
ヲ
罪
悪
視
セ
ザ
ル
ノ
ミ
カ
、
勇
気
ア
ル
行
為
ト
ス
ル
。
医
師
モ
病
因
不
明
ナ
ラ
バ
官
二
請
上
通
常
許

可
サ
ル
。
又
医
者
ハ
医
学
全
般
ニ
亘
ラ
ズ
専
門
一
一
専
心
ス
ル
故
、
後
人
モ
信
用
ス
。
解
決
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ハ
後
世
ノ
有
志
之
ヲ
継
グ
。
コ
レ

ハ
建
国
以
来
ノ
習
慣
デ
、
解
屍
ノ
如
キ
モ
精
密
ヲ
加
フ
。
ト
コ
ロ
ガ
我
力
国
ハ
コ
レ
ト
異
り
、
億
度
知
卜
ナ
シ
、
実
験
愚
ト
ナ
シ
、
高
談
仁

ト
ナ
シ
、
断
裁
惨
ト
ナ
ス
。
勇
有
リ
ト
雌
モ
往
夕
顧
ミ
ズ
、
之
ヲ
為
サ
ン
ト
欲
ス
ル
者
、
観
臓
マ
タ
官
之
ヲ
允
ス
（
ゆ
る
す
）
コ
ト
希
（
ま
れ
）

ナ
ル
所
、
コ
レ
本
邦
ノ
蛮
人
ョ
リ
粗
ナ
ル
理
由
ナ
リ
・
」
と
医
家
の
言
う
べ
く
し
て
言
い
難
い
点
を
自
信
を
も
っ
て
喝
破
し
て
い
る
。
こ
れ
は

封
建
教
学
に
た
い
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
り
、
独
嚥
庵
時
代
か
ら
一
歩
も
二
歩
も
踏
み
こ
ん
だ
よ
り
具
体
的
な
意
見
で
あ
る
。

元
俊
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
江
戸
に
出
て
玄
白
、
玄
沢
ら
の
教
え
を
受
け
、
大
槻
宅
に
寄
寓
す
る
な
ど
し
て
半
年
滞
在
の
後
京
に
帰

り
、
大
坂
と
の
間
を
往
来
し
な
が
ら
「
解
体
新
書
』
を
講
じ
蘭
学
を
鼓
吹
し
た
。
彼
自
信
は
藺
語
を
解
し
な
か
っ
た
の
で
大
坂
の
富
商
で
天

文
学
者
で
も
あ
る
間
重
富
と
図
っ
て
傘
屋
の
職
人
橋
本
宗
吉
を
江
戸
の
大
槻
玄
沢
門
に
送
り
藺
語
を
学
ば
さ
せ
た
。
宗
吉
は
帰
坂
後
、
元

俊
の
指
導
の
も
と
に
藺
語
塾
「
絲
漢
堂
」
を
開
く
、
元
俊
の
た
め
に
パ
ル
フ
ェ
イ
ン
の
解
剖
書
の
翻
訳
な
ど
も
行
っ
た
。
元
俊
は
ま
た
京
坂

（
吃
）
Ｉ
（
巧
）

の
間
を
往
復
し
な
が
ら
斉
藤
方
策
、
中
天
遊
な
ど
多
く
の
門
人
を
養
成
し
、
関
西
の
地
に
蘭
学
の
種
を
植
え
つ
け
た
。

元
俊
は
独
哺
庵
よ
り
十
歳
ほ
ど
若
か
っ
た
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
生
を
亨
け
た
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
二
人
に
共
通
し
て
云
え
る
こ

と
は
、
未
だ
漢
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
封
建
制
の
時
期
に
、
灰
聞
し
得
る
舶
載
藺
害
や
長
崎
通
詞
に
よ
る
情
報
を
通
じ
て
医
療
の
将
来
を
予

測
し
、
人
体
の
内
部
の
様
相
を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
独
嚥
庵
の
こ
ろ
は
藺
書
の
反
訳
で
し
か
知
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
知
識
を
、
元
俊
は
自
ら
の
手
で
解
剖
を
行
い
、
内
臓
の
知
識

を
よ
り
正
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
変
化
を
疾
患
と
結
び
つ
け
る
努
力
を
し
た
。
彼
ら
の
こ
れ
ら
の
功
績
は
目
立
た
な
い
な
が
ら
、
わ
が

五
、
お
わ
り
に
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国
の
医
学
史
上
で
は
見
の
が
す
こ
と
が
出
来
な
い
（
そ
れ
に
し
て
も
元
俊
の
畢
生
の
害
と
も
い
う
べ
き
「
元
術
」
が
京
都
の
大
火
で
消
失
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
返
す
が
え
す
も
惜
し
ま
れ
る
）
。
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FromDokushoanNagatomitoGenshunKoishi
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InthemiddlepartoftheEdoperiod(aroundthelaterhalfofthel8thCentury),several

new-ideaedphysiciansdidappear.

Amongthem,DokushoanNagatomiandGenshunKoishiwereeagertolearnwesternstyle

autopsy.TheformergottheknowledgefromimportedDutchbookswiththeaidofinterpreters

atNagasakiandthelatter,uponinfluenceoftheformer,eventuallyperformedonautopsyby

himself,aimingatunderstandingrelationshipsbetweenorganchangesandthenatureofthe

diseasesofthepatients.

Thisarticledescribesanoutlineofthestoryoftwophysiciansaspioneersofanatomyand

pathologicalanatomyinthiscountry.
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